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真珠の基礎から鑑別までを科学的に学ぶ真珠基礎コース
真珠最大の魅力である「テリ」について、
そのメカニズムを知る真珠応用コース
真珠製品の診断・修復・保存、
その理論と実践真珠C＆Eコース

■ 定員は各コースとも5名の少人数制。豊富なサンプルで学べます。
■ 初めての方は、真珠基礎コースを最初に受講してください。
■ セミナー日程、最新の申込み状況等は、ホームページをごらんください。

2024年からカリキュラム改訂よりわかりやすく、受講しやすくなりました
真珠のプロのための3つのセミナー

（株）真珠科学研究所

　シチズン時計㈱は、
国際NGO「NICE」を
通じてマングローブの
苗を寄付する『Eco
Tree ACTION』の
活 動が 4年目を迎
え、2024年度は、約
26,000本の苗を寄付
した。
　『Eco Tree AC-
TION』は、シチズンブ

ランドの腕時計の購入時（国内限定）に
ボックス（時計を入れる箱）不要を選択
することで、箱1個につきマングローブの
苗1本を寄付する活動。包装資源を削
減すると共に、地球温暖化防止に重要
な植物であるマングローブの苗を寄付
し、カンボジアに植樹することを目的に、
2020年11月1日から開始。4年目の今

年は10月31日
までの年間の
ボックス不要
集計分（出荷
ベース）で約
26,000本の
苗を寄付した。
　約26,000

個のボックスは、CO2排出量に換算す
ると約2.5トン（杉の木約177本の年間
CO2吸収量に相当）となる。
　マングローブは大気中の多くの二酸
化炭素を取り込み、気候変動の要因と
される地球温暖化の防止に寄与。ま
た、マングローブの植樹は、汽水域に
生息する多くの生物の多様性を守るだ
けではなく、沿岸地域に住む人々の暮
らしを守ることにも繋がっている。
　現地では、「NICE」及び関係団体
のスタッフ、ボランティアの人々がマン
グローブの種取り、苗床作り、海への
運搬、植樹を行う。2023年11月～
2024年10月には、26回の植樹が行
われた。
　シチズン時計は、今後もサステナブ
ルな社会の実現に向けたさまざまな活
動を積極的に行っていく。

　2019年に「IKEPOD」復活の一役を
担ったDUOPODがメモリヤルイヤー
にモデルの刷新
を図り、ブランド
カラーのオレン
ジを採用した30
周年を祝う限定
モデルも同時リ
リースされた。
　アイクポッドの
アイコンウォッ
チ、マーク・ニュー
ソン氏がデザインした「Hemipod」の特
徴的な流線形のケースデザインを継承
し、オーデマ・ピゲのロイヤルオークオフ
ショアのデザイナー、エマニュエル・ギョ

エ氏によって再考されたデザインの文
字盤を合わせ、クロノグラフモデル

C H R O N O -
POD、シンプルな
2針のDUOPOD
が発売された。
　 生 産 拠 点 、
ムーブメントの変
更などの見直し
を行い、大胆か
つ手の届きやす
い価格でリロー

ンチを図ったこともブランド復活を成
功させる大きな要因となった。品名：
DUOPOD2025、価格143,000円。取
り扱い：㈱大沢商会。

　日本宝飾クラフ
ト学院では、恒例
のウインターセミ
ナー（第86回宝飾
実務講座）を12月
16日（月）より東京
本校（御徒町）と
名古屋校にて開
講している。
　このセミナー
は、同学院が毎年
夏に開催し多くの
方が受講している
夏期宝飾実務講
座の人気講座を
集めたもので、今

年は東京と名古屋合わせて13講座
を行う。
　取り巻きセッティングやパールの糸
替えなどの実務技術から、3DCAD、
ゴールドフォイルオーバーレイなどの
専門技術まで。新講座は、「ダイヤモ
ンドカットグレーディング」と「JC3級
宝石編」。

　受講の申し込みは同校の
ホームページで受け付けてい
る。講座の詳細についても掲
載されている。
　好評の複数受講割引や企
業割引などは今回も継続して
行われる。すぐに定員に達して
しまう講座もあるので、希望者

は早めに申し込むとよい。
　問い合わせは、日本宝飾クラフト学
院 東京本校 TEL
03-3835-3388。
申し込みは、同校
ホームページから。
h t t p s : / / w w -
w.jj-craft.com/

　来年で創業80年を迎える老舗ジュ
エリーメーカーの㈱山森製鎖（富山県
富山市、取締役社長：村田敬昭）は、世
界初の貴金属でできた水引素材で作
るハイインテリアブランド「YAMAM-
ORI MIZUHIKI」を、12月12日～17
日に東武百貨店池袋本店で開催中の
「CHRISTMAS PRECIOUS COL-
LECTION」にて発表した。
　「YAMAMORI MIZUHIKI」は貴
金属素材で作られた世界初の貴金属

水引で作ら
れたハイイン
テリアコレク
ション。
　水引は相
手への気持

ちを結び方で表現する日本の伝統文
化・工芸で、その結びの意味・文化を貴
金属を用いてインテリアにしたのが
「YAMAMORI MIZUHIKI」。
　これまで水引はどちらかというと贈り
物を包むラッピングの意味合いが強い
ものだった。そこで水引を金やプラチナ
などの貴金属で作成
することが出来れば、
想いの込もった水引
自体にもっと価値を
つけることが出来る
のではないかと考え、
貴金属製の水引を企
画した。
　「YAMAMORI -
MIZUHIKI」は貴金
属（金、プラチナ、銀）
で作られているため、

新しい資産形成としても魅力的になり
そうだ。
　送り主の想い（モチーフ、結びの意
味、資産価値など）を込めて大切な人
への贈り物の新しい選択肢として提案
していく。
　貴金属で水引を作るため、YAMA-
MORIでは非常に細い貴金属のワイ
ヤーを用いて特殊な加工を行ったこと
で貴金属による水引細工が可能に
なった。この特殊な材料を用い、国内
の有名水引作家に制作を依頼し、完成
した作品を紹介している。

　「クリスマスロー
ズ」＝水引作家の
トップランナーである
田中杏奈氏による作
品は、K18で作られ
た水引の中で一番細
いものを使って結ば
れたクリスマスロー
ズ。貴金属で作られ
たとは思えない軽や
かさと繊細さに圧倒
され、息をのむほど

に美しい作品。材質：K18、重量：約
22 g、サイズ：全長20 cm、価格：
605,000円。

　「夫婦亀」は、創業から100年を超え
る老舗、希少伝統工芸加賀水引細工・
津田水引折型の四代目、津田宏氏が
代々伝わる縁起のいい長寿のシンボル
である亀をK18で制作。しっぽのように
見える束は長く生きた亀に生える藻を
表現。夫婦そろってそれだけ長く生きて
いるということを表している。結納品の
飾りに好まれるデザインだ。
　材質：K18、重量：約1,000g、サイ
ズ：高さ10cm×長さ45cm、価格：
2,750万円。

　カシオ計算機は、広州市特遠表業
有限公司および深セン市特斯高時計
有限公司との間で行われていた不正
競争に関する裁判で、広東省最高裁
判所が控訴審判決を下し、同社が勝
訴したことを12月12日付で発表した。
　同社の耐衝撃ウオッチG-SHOCK
「GA-110」シリーズが「一定の影響力
を持つ商品の装飾」に該当することが
認められ、両被告が「GA-110」に類似
したデザインを許可なく使用したことが
消費者を混同させる不正競争行為に

当たると判断さ
れた。その結
果、両被告に対

して、損害賠償金300万元（約6,500
万円）の支払いを命じる判決が下され
た。※1元＝21円で換算。
　今回の裁判は、意匠権が満了した商
品デザインに関して、不正競争防止法
による保護が認められた同社にとって
初めてのケースとなった。
　2010年に中国で発売したG-SHO
CK「GA-110」は、2016年から2020年
の5年間で中国において1位の売り上げ
を誇る人気シリーズ。同社はその販売
実績や広告宣伝などを証拠として提出
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することで、「GA-110」の特徴的なデザ
インが市場における一般的な腕時計と
区別できる顕著なデザインであり、中国
の消費者に広く認知されていることを
証明した。また、その販売実績や被告の
侵害行為と悪意性が考慮され、300万
元という高額な賠償額が認められた。

　いまわが国では３００万強の外国人
労働者が働いているという。コンビニや
ファーストフードでよく見かける光景で
ある。彼らの数は今後も増え続け２０５

０年あたりに
は 人 口 の
10%以上に
なると推測さ
れている。労
働力不足は
深刻なのであ
る。それでも
客とスタッフ
の関係なら、
あるいは建設
現場のように
一般人と接

点が希薄ならば他人事のような話だが
彼らが自分たちの生活圏の中に、とり
わけ集団で定住してくると善悪を越え
て嫌な感じ、警戒心が我々の中に生ま

れてくることを
否定できない。
慣習の違い、
言葉の壁、もろ
もろの溝のた
めに親和性よ
りも排除感が
勝るのである。
ただ移民のほ
うからも同じよ
うに風景が見
えているわけ
だから、圧倒

的な少数派である彼らは互助的な意
味合いでも集団で固まりがちになる。
双方の警戒心を溶かしていく日常的努
力を怠ると、関東大地震の際の朝鮮人
虐殺の悪夢が再現されないとも限らな
いのである。
　今年8月に埼玉県川口でその地域に
住むクルド人と住民たちの間で揉め事
があった。夜間にクルド人たちが集まっ
て大音量を流して騒いだという、どこに
でもありそうな「事件」である。日ごろの
ストレスの発散なのか、それとも彼らの
生活習慣からくるごく自然のふるまいな
のかは定かではないが、このような些
細な「事件」は、これから日本のどこで
も起こりえるのである。この程度のこと
は日本人の間でならば報じられないは
ずなのに、クルド人が一方の当事者に
なると「事件」として報じられてしまう。
メディアの視線の中にレイシズム(人種
主義)というべき小さな鬼火がちらちら
と見え隠れする。メディアの拡散力は大
きい。不幸の種に我々は気づいておか
ねばならないだろう。
　気づいておかねばならないことは、
ほかにもある。我々は今移民を引き受
ける立ち位置にいるという現実である。
けれども明治から昭和の40年代前半
までは日本人は海外に出稼ぎをしてい
た移民輸出国であった。ハワイ、アメリ

カ本土、ブラジルを筆頭に中南米、豪
州、中国満州、移民労働者の苦労話は
悲しい色に染め上げられている。戦後
国策で奨励されたドミニカ共和国移民
問題は、与えられた土地のあまりの不
毛さゆえに多くの人が命を落とした。よ
うやく小泉内閣で解決を見たが、他国
で働く厳しさはどこでも変わるはずが
ない。いま日本で働いている外国人労
働者もその劣悪な労働環境がしばし
ば報じられるが、日本人移民が味わっ
た過酷さに通じるものであろう。ともす
れば上からの目線で彼らを見てしまう
が、本当はお互い様なのだ。
　海外労働者の生活保護をやり玉に
挙げる政治勢力が声高に日本人第一
を叫んでいる。またそのことに共感する
人たちもジワリと増えている。移民労働
者が増えていけばいくほどもう一方の
秤にナショナルな心情が積み重なって
いく。それは郷土愛とも通じる自然な気
持ちではあるが、その熱量を抑制し平
衡に維持していくのは生活者一人一人
の自覚に頼るほかはない。本格的な移
民社会がやってこようとしている今、異
民族との共生という課題は年々重く
なっている。
         　　　　　　　　　    貧骨
　　  cosmoloop.22k@nifty.com
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